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地域交流会

開催日時：2016 年 5月 28 日（土）
　　　　　13：45 ～ 19：10

開  催  地：兵庫県たつの市龍野地区

協　　力：特定非営利活動法人龍野町家再生
　　　　　活用プロジェクト

オプショナルツアー

開催日時：2016 年 5月 29 日（日）
　　　　　10：00 ～ 12：30

開  催  地：兵庫県高砂市高砂地区

協　　力：特定非営利活動法人アートクルー堀川

主催：
一般財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団



兵庫県たつの市龍野地区まち歩き

　地域交流会の開催に当たり、ハウジングアンドコミュニティ財団髙見澤邦郎理事長より挨拶が行われ、地域交
流会の趣旨、助成事業の実施経緯、今回の協力グループへの謝意などについて述べた後、まち歩きを開始しました。

龍野町家再生活用プロジェクトによるまちの案内
　平成 17 年 10 月 1 日に龍野市、揖保川町、御津町、新宮町の
１市３町が合併し「たつの市」となりました。
たつの市は、兵庫県の南西部の西播磨地域に位置しており、南
北に長い地形になっています。市域の北側は山地が広がり、南
は瀬戸内海に面し、南北に貫く形で揖保川が流れており、自然
環境に恵まれた地域です。人口約８万人、世帯数約 2 万９千戸、
面積は２１０キロ平方メートルです。
　たつの市川西地区は、城下町で市のほぼ中央に位置しており、
南北に貫いて流れる揖保川の西側にあります。揖保川に面する
以外は、山の懐におさまった形になっており、南東に向かって
ゆるやかな傾斜地となっています。たつの市の中心部は川西地
区と対岸の川東地区とからなっており川西地区に開発余地がな
かったため、新しい公共の施設群をはじめ、商業・住宅などは
川東地区に拡大していきました。しかし、川西地区には伝統産
業や老舗を誇る商店等も健在で、公園や高校、国民宿舎、図書
館など全市民的あるいは、より広域的利用の施設もあり、生活・
文化・産業面で重要な都市機能をになっています。
　川西地区には、11 の寺院、5 つの神社が集中しており市内に
ある主な民家 20 数棟のうち半数が川西地区にあり、醤油蔵、白
壁塀、洋風建築と多彩な歴史的環境の構成要素がみられ、生き
た歴史の宝庫といえるでしょう。同時に龍野を代表する三木露
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国民宿舎赤とんぼ荘

風や三木清らの遺跡が点在する文化の香り高いまちでもあります。
　たつの市龍野川西地区の歴史は古く、白鷺山（赤とんぼ荘の
ある山）の南、五月台山上に「西宮山古墳」と呼ばれる全長
34.8ｍの前方後円墳がありました。しかし高校の拡張工事のため
取り壊されてしまいました。ちなみに出土品は現在国有となり
京都博物館に所蔵されているようです。
　龍野の地名は「播磨国風土記」の揖保郡に「日下部里、立野」
とあるのが初見です。日下部は人名であると言い、さきの白鷺
山上に一号墳、二号墳があり、また西宮山古墳他いくつかの古墳
もありましたが、これらは日下部連の墳墓だとする説もあります。
　また、相撲の元祖と言われる野見宿禰が大和から出雲へ帰る
途中に、この地で亡くなり、出雲から多くの人々が来て揖保川
から小石を運び墳墓を作るために立ち並んだという古事から、
この地が「立野」と呼ばれるようになり、さらに転じて「龍野」
になったと伝える説もあります。
　鶏籠山、的場山、白鷺山と揖保川に囲まれた扇状地で、鶏籠
山上に龍野城が築かれたのは文明年間とも明応年間とも言われ、
初代城主は赤松村秀でした。
　江戸時代になってから城は山麓に移り、寛文 12 年に信州飯田
から脇坂安政が入封し、明治維新まで 200 年間、脇坂 10 代によ
りその藩政が続きました。特に城下町の貴重な町割りは、大き
な政変や第二次世界大戦の空襲も受けることなく、今も大きく

変わらず町なかにその遺構を見ることができ、伝統産業の醤油
業の醤油蔵が醸し出す特色ある町並みを作っています。
　現在も残るたつの市川西地区の歴史の表情には、「新町、門の
外、日山などの宿場町の名残」、「上霞城、中霞城、下霞城の城跡、
殿町の遺構」、「上川原、大手、立町、本町等の町家地区」、「下
川原等の商家群」、「醤油蔵群」と異なったグループがあり、そ
れらが混然一体となって歴史の厚みを伝えています。

　まちの表情そのものが、この地区の歴史の反映ともなってい
ます。自然発生的な宿場町形態の市街地を原形としながら、15
世紀末頃の赤松氏に始まって、豊臣時代、脇坂時代を経るに従っ
て城下町の形態を整えてきました。明暦 2 年（1656）の古図に
よればまだ町割りは未成熟ですが、宝暦 2 年（1752）の古図で
は現在とほとんど変らない町割りが読み取れます。
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　平成 17 年 10 月 1 日に龍野市、揖保川町、御津町、新宮町の
１市３町が合併し「たつの市」となりました。
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↓龍野城

↑歴史ある城下町 ↑隅櫓

↑土壁のいたずら跡

↑伏見屋商店の内観

↓浦川と醤油蔵

←登録文化財：うすくち醤油資料館

↓赤とんぼ荘からの風景



特定非営利活動法人龍野町家再生活用プロジェクト活動報告  報告者：理事長　岸野裕児さん

昔と変わらない町割り

　幸いにも戦災からも免れ、昔の絵図と現在の都市計画図を比
較しても龍野地区の町割りは変わっていません。現在、伝統的
建造物群保存地区の指定に向けて、一歩一歩進んでいます。

龍野地区の魅力は、
多彩な建物を受け入れてまちが形成されていること

　洋館、寺、町家、武家屋敷等様々な建物がある中で、統一感
をもってルールを守り、まちをつくっていこうと、町民がＷＳ
を重ねてきました。まちが多彩な建物で形成されていることこ
そ、まちの自慢だという認識に至っています。
　龍野町家再生活用プロジェクトは、町並み景観を国の財産と
捉え、保存するとともにその活用を目指してきました。最初は、
民家の庭掃除や草刈り、ペンキ塗り等をやらせてほしいとゲリ
ラ的に活動しました。私たちＮＰＯの活動から派生して、まち
を会場にアートプロジェクトも行われています。毎年 11 月頃に
町家を活用したオータムフェスティバルを開催しますが、3 日間
で 10 万人超の観光客が来訪するイベントになっています。

まちなかでの高校生の活躍

　財団の助成時には龍野北高等学校の学生と町家や醤油蔵を改
修しましたが、参観日のように親が学校に出向くのではなく、
高校生が活躍している姿をまちなかで地元の人たちに見てもら
いました。また、空き家の二軒長屋の改修では、焼板を貼る作
業などを高校生とともに行いました。最初指導したのは私たち
のＮＰＯでしたが、そのうち地域の人がリーダーになっていき
ました。

現在手掛けている町家

　２年前から大きな町家（地域の人が龍野のシンボル・宝と捉
えているような建物）にかかわっていますが、規模が大きく倒
壊の危険度も高く、雨が降るたびに瓦が落ちるなど、改修が追
いつきません。内部をきれいにして活用方策を考えるそばから
様々なところが崩れていくので、つぶれるスピードと追いかけっこ

をしている状態です。手をつけ始め
たら一生抜けることができないとＮ
ＰＯのメンバー１７人で議論をしまし
たが、やるからにはとことん最後ま
でやろうという結論に達しました。

財団の交流会がきっかけでまちへの移住者を獲得

　2014 年に財団の東京の交流会に参加して活動報告を行い、全
国のまちづくり関係者と交流を持ちました。当日参加されてい
た財団の理事、梶島邦江先生（埼玉大学　教授）との出会いが、
埼玉県から龍野地区へ移住されたご夫婦と知り合うきっかけと
なりました。このような素晴らしい出会いをつくってくれた財
団に感謝しています。　

龍野地区の町家に移住して食堂を経営している
ご夫婦（蔵本喜明さん、史子さん）の話

　埼玉大学の近くで食堂を
経営していましたが、若い
人が店を継いでくれたの
で、よい環境で余生を過ご
すため移住したいと考えま
した。予め移住先を決めて
いたわけではなく、埼玉大
学で懇意にしていた教授が
とてもいいところだと龍野

地区を紹介してくれたことが、私たちの背中を押してくれまし
た。移住してほぼ 1 年になりますが、町家を改修してランチハ
ウスを開店しています。本日、みなさんと一緒にまち歩きに参
加して、まちの魅力を再発見するとともに、ここに来てよかっ
たと誇らしく思いました。移住してきて人への感謝の念を強く
感じるようになりました。60 歳を超えた私たちが、縁もゆかり
もない地に移住して、なんとか店を経営している姿を見てもら
えれば、若い人ならばもっと可能性があることをわかってもら
えるのではないでしょうか。
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↑NPO で月 2 回のワークショップを行っている菊屋倉庫

↑埼玉から移住された蔵本夫婦

↑蔵本夫婦が経営されている食堂「さばと」



オプショナルツアー in 高砂

特定非営利活動法人アートクルー堀川　
代表　折井匠さん　からのメッセージ

　わたしたちは「生きる」ことを一番大切にしています。
空き家の建物の修繕は最低限にとどめ、店舗やものづくり工房
として活用します。
　そこで人と人がつながり、コミュニティが育まれていくこと
に魅力を感じます。
　特に異業種の人同士のつながりは、各人の仕事がからみあっ
て、ダイナミックな動きになっていきます。
　最初から「地域活性化」や「まちづくり」ありきではなく、
生活の最後の最後に自分たちがまちづくりの一つの力となって
いればいいと思います。
　たつのほど魅力的な建物はないかもしれませんが、高砂には
魅力的な人がたくさんいます。その一端でもご覧いただければ
幸いです。

参加者が高砂地区を歩いて感じたこと　
・集まった人々が何か面白いことをしようと街の人々を巻き込み
様々なイベントを展開している様子が感じられました。

・高砂の観光名所と合わせて、アートクルー堀川の活動、普通に

観光で訪れたら知ることのできない隠れた名所も紹介して頂き、
非常に内容の濃いまち歩きでした。特にアートクルー堀川のみ
なさんには、まちづくりの活動のみならずそれぞれの仕事につ
いて、夢や誇りを持って活動していることを教えて頂きました。
今後の活動の励みになります。

・どこにもない独創性を持ちながら、自由に若い方を育てようと
いう温かな取り組みだと感じました。

・思いを形にする実行力がすばらしいと思いました。それぞれの
メンバーの得意分野を最大限に生かしていて、見習いたいと思
いました。

・自分達が生きるためにやるという姿勢はまちづくりの根源的な
ものだと思います。

・エネルギーがすごいですね。パワーが大事だと思いました。

龍野地区と高砂地区　両地区のまち歩きへの感想として以下の
ようなものもいただきました。
・両グループが係っているプロジェクトの実施建物を中心にゆっ
くり時間を取っていただき、実施例とか取り組み等の話や見学
が出来ればよかったと思いました。
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江差いにしえ資源研究会（北海道　江差町）
活動のテーマ：職人のまち再生～職人交流によるゲストハウス改修
報告者：室谷元男さん
北前船の終着地として栄えた港町で、江戸時代の蔵を改修してカフェを開店した実績を活かして、
歴史まちづくり地区の空き店舗を職人やアーティストのゲストハウスとしてオープンすることを目指す。

西岬海辺の里づくり協議会（千葉県　館山市）
活動のテーマ：茅葺き屋根のある暮らしのサイクルを再生する取組
報告者：加瀬ひかりさん
館山市の自然豊かな集落に唯一残る茅葺き民家を拠点に、住民と学生等で茅場を整備し、茅刈りか
ら葺き替えまでの暮らしのサイクルを再生させるとともに、地域の景観・コミュニティの再生をも目指す。

荻窪家族プロジェクト（東京都　杉並区）
活動のテーマ：地域開放型共同住宅を拠点に住民にも地域にも百人力を
報告者：関屋利治さん
杉並区の賃貸型共同住宅の地域開放型スペースを活用した食事会や、健康・介護等の相談会を通
して、入居者、利用者、地域住民が交流し、助け合い、支え合う「コミュニティ」や「場」の育成を目指す。

森のようちえん　まめでっぽう（富山県　富山市）
活動のテーマ：棚田百選の三乗地区に活動拠点コミュニティハウスを！
報告者：市村篤子さん
棚田百選に選ばれた自然豊かな地区にある古民家を、森のようちえんの園児や保護者、地域住民
等多世代が交流して地域を盛り上げていくため、ＷＳで屋根の葺き替え等の施設整備を行う。

袋板屋☆若者が暮らしたい街をめざす会（石川県　金沢市）
活動のテーマ：袋の町に眠る家、畑、山を多世代みんなで呼び起こす
報告者：宮村昭夫さん
金沢駅から車で 20 分ほどの自然豊かな地域で、耕作放棄地をＢＢＱ基地として整備し、かつて使わ
れていた山道を再開通させて歩く等、地域外の大学生と住民が協働して地域の活性化を図っていく。

認定特定非営利活動法人茨城ＮＰＯセンター・コモンズ（茨城県　常総市）
活動のテーマ：空き家を福祉長屋に変え、被災したまちを復興させる
報告者：横田能洋さん
2015 年の鬼怒川決壊で被災した地域で、空き家となったホテルを高齢者、障害者、外国人等、誰も
が安心して助け合いながら暮らせるグループハウスとして整備して、人口流出に歯止めをかけたい。

一般助成対象

2016 年度　助成対象団体の活動の紹介
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産の森学舎（福岡県　糸島市）
活動のテーマ：「さんのもり文庫」本を真ん中にした集いの場づくり
報告者：西尾博之さん
糸島市に開校したフリースクール内の文庫を地域住民にも開き、本を通して様々な価値観に出会い、
大人も子どもも集う交流の場となるように、防寒対策やウッドデッキ製作を行うなど施設の充実を図る。

特定非営利活動法人八女空き家再生スイッチ（福岡県　八女市）
活動のテーマ：まちと人、人と人がつながる旧八女郡役所 2018 計画
報告者：高橋康太郎さん
500平米の木造の旧八女郡役所の地元住民への公開や修繕ＷＳを行ってきたが、今年は八女の材木を
使った床板張りＷＳを行い、建物への出店者を募るなど地域内外の人が集う場としての活用を模索する。

助成対象団体の活動紹介の後、今回参加した選考委員からコメントをもらいました。丁志映氏（千

葉大学大学院工学研究科助教）からは「選考過程の説明や、うまくいかなかったこともきちんと

報告してほしいという完了報告の記載方法のアドバイス」を、久田見卓氏（ハウジングアンドコミュ

ニティ財団事務局長）からは「選考の際に重要視したことや、今後も自発的な市民活動を微力な

がらも後押ししたいという財団の意向」を、お話しいただきました。

箱の浦自治会まちづくり協議会（大阪府　阪南市）
活動のテーマ：箱の浦の事は箱の浦で解決を、住んで良かった箱の浦に
報告者：岡　保正さん
高齢化率 39％の阪南市箱の浦団地で、既に実施している高齢者を対象にしたおしゃべりサロンや食
事会を増やし認知症対策を充実させるとともに、空き倉庫を解体・再利用して子どもの居場所をつくる。

絵金のまち・赤岡町家再生活用プロジェクト（高知県　香南市）
活動のテーマ：「赤れんが商家」がつなぐ交流・文化発信拠点
報告者：北山めぐみさん
高知市内から20㎞の赤岡町で、初代村長の家「赤れんが商家」を大切な地域資源と捉え、高知高専生、
住民、建築家等が整備やイベント開催を続けながら、持続的な活用に向けた運営者の獲得を目指す。

地域資源を活かしまちを創造する職能集団の会（広島県　庄原市）
活動のテーマ：文化財建物を拠点として地域コミュニティの再生
報告者：樫原節男さん
庄原市東城地区にある旧鉄工所の建物群（国登録有形文化財）を拠点として、ヘリテージマネージャー
を招いた修復体験や文化財セミナー、建物活用イベントを開催して今後の多様な活用方策を探求する。

テーマ助成対象（なお、テーマ助成対象の　竹所夢プラン（新潟県十日町市）　は都合がつかず欠席でした。）

選考委員のコメント

６



まち歩き
たつの

懇親会

左上から順に ...①まち歩きの様子／②3 階建ての
木造住宅／③お魚屋さんでお買い物／④休憩は
龍野城で／⑤剪定の方にも町案内いただきました
／⑥手づくりの醤油屋さん／⑦伏見商店の外面
／⑧今もある企業の昔懐かしい看板。／⑨龍野
城から城下町へ

地元のお酒と、地元の食材での懇親会。
遠方から一つ所に集まり、様々な情報交流ができ
ました。


